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	１）目的積立金の使途について
	２）(仮称)コミュニケーションプラザ整備計画について
	３）平成21年度追加予算配分について
	議長から，資料3に基づき，平成21年度追加予算配分について説明があった。
	４）平成20事業年度財務分析について
	議長から，資料4に基づき，今年度は，法人化後第1期(6年間)の総決算になる旨発言があったあと，財務課長から資料4について説明があった。
	続いて，竹川監事から，補足説明があった。
	構成員から以下のような発言があった。
	・　本学は，他大学と比べて一般管理費の割合が多いのではないか。
	・　人件費は，平均年齢と平均勤続年数を考慮する必要があり，一般的に定年退職または
	定年後の嘱託への移行で定期給与の支払額が減少するので，新規に若年者を雇用してい
	くと(賃率が下がるので)，組織の人員の循環バランスが良くなると年間の総定期昇給原
	資は生み出されていくようになる。採用と組織の人員バランスが重要であり，総人件費
	の目途が立ちやすいのではないか。
	・　財務分析は，どんな考え方で活用していくのか。
	竹川監事から，以下のような発言があった。
	・　一般管理費については，国立大学の時に施設，設備の修繕が進まなかったので，法人
	化以降，修繕費が高い水準を維持している。また，水道光熱費は一般管理費とそうでな
	いものに分けているが，その按分の方法に原因があるのではないかと考えている。
	議長から，以下のような発言があった。
	・　財務分析の活用方法について，他大学との比較は，農畜産系の単科大学が他にないか
	ら，あまり意味がないと思うので，経年推移を見ている。もし，他大学と著しい差があ
	った場合は，見直しの対象になるかもしれない。
	審議の結果，原案どおり承認した。
	５）帯広畜産大学基金の設置について
	議長から発議のあと，事務局長から，資料5に基づき，帯広畜産大学基金の設置について
	説明があった。
	審議の結果，原案どおり承認した。
	１）平成21年度人事院勧告に伴う本学役員及び職員の給与改定について
	議長から，平成21年度人事院勧告に伴う本学役員及び職員の給与改定について，人事院勧告の概要について説明があった。
	引き続き，総務課長から資料6に基づき，本学対応案について説明があった。
	審議の結果，平成21年度人事院勧告に伴う本学役員及び職員の給与改定についての方針を承認した。
	１）国立大学法人の現状について

